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1 Frey（2008）等を参照。 
2 Clark et al.（2008）等を参照。 
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 本稿ではEASS2008 “Culture and Globalization in East Asia”の個票データを使用する。




調査対象や抽出方法、回収率については、表 2 のとおりである。 
 






から「5.とても不幸せ」まで 5 件法で質問している。選択肢 1 と 5 の間には 2、3、4 とい
う数値が調査票に記載されているだけで、言葉での説明はない。回答者が、その程度を判
断して選択している。韓国については同じ質問に対して「1.とても幸せ」、「2.まあまあ幸せ」、
「3.あまり幸せではない」、「4.まったく幸せではない」の 4 件法で測定している。 
                                                   
3 EASS の詳細については同調査ウェブサイト（http://eassda.org/modules/doc/index.php?doc=intro）、あ











World Happiness Report 2013より作成
中国 日本 韓国 台湾
実施時期 2008年9-12月 2008年10-12月 2008年6-8月 2008年7-9月
調査方法 面接法 面接・留置法の併用 面接法 面接法
調査対象 18歳以上の男女 20-89歳の男女 18歳以上の男女 18歳以上の男女
抽出方法 層化4段無作為抽出 層化2段無作為抽出 層化3段無作為抽出 層化3段無作為抽出
計画標本 6,300 4,003 2,500 4,601
有効回答数 3,010 2,160 1,508 2,067








れる 3 の回答が多くなっている。韓国の幸福度の分布（図 2）では、分布の形状は他の 3
カ国とほぼ同じものとなっており、比較分析が可能であると判断できる。 
 
図 1 幸福度の分布（中国、日本、台湾） 
 
 



























































以下、40-59 歳、60 歳以上）と学歴（高校以下、短大以上）で 6 グループに分け、それぞ
れのグループの中央値に対する相対的な所得を先の全体に対する相対所得と同様に作成し
た 4。こちらの相対所得は「客観的相対所得（グループ）」と記す。 
                                                   
4 より多くのグループに分けることはできるが、そうした場合、過小なグループが出現するため、ここで












図 3 主観的相対所得の分布 
 
 







































推定に使用する変数の基本統計量は表 3 のとおりである。 
 
 
表 3 基本統計量 
 
Mean S.D. Min Max Mean S.D. Min Max Mean S.D. Min Max Mean S.D. Min Max
幸福度（中国、日本、台湾）
1.とても幸せ 0.023 0.151 0 1 0.008 0.089 0 1 0.029 0.168 0 1
2 0.093 0.290 0 1 0.075 0.264 0 1 0.073 0.260 0 1
3 0.245 0.430 0 1 0.297 0.457 0 1 0.244 0.430 0 1
4 0.422 0.494 0 1 0.438 0.496 0 1 0.450 0.498 0 1
5.とても不幸せ 0.217 0.412 0 1 0.181 0.386 0 1 0.204 0.403 0 1
幸福度（韓国）
とても幸せ 0.039 0.193 0 1
まあまあ幸せ 0.221 0.415 0 1
あまり幸せではない 0.577 0.494 0 1
まったく幸せではない 0.164 0.370 0 1
主観的相対所得
平均よりかなり少ない 0.096 0.295 0 1 0.114 0.318 0 1 0.143 0.350 0 1 0.076 0.264 0 1
平均より少ない 0.360 0.480 0 1 0.316 0.465 0 1 0.307 0.461 0 1 0.197 0.398 0 1
ほぼ平均 0.492 0.500 0 1 0.433 0.496 0 1 0.366 0.482 0 1 0.634 0.482 0 1
平均より多い 0.052 0.222 0 1 0.136 0.343 0 1 0.184 0.388 0 1 0.093 0.291 0 1
客観的相対所得（全体）
中央値の半分未満 0.232 0.422 0 1 0.173 0.379 0 1 0.194 0.396 0 1 0.184 0.388 0 1
中央値の半分以上中央値未満 0.224 0.417 0 1 0.271 0.445 0 1 0.246 0.431 0 1 0.283 0.450 0 1
中央値以上中央値の2倍未満 0.311 0.463 0 1 0.435 0.496 0 1 0.420 0.494 0 1 0.401 0.490 0 1
中央値の2倍以上 0.233 0.423 0 1 0.121 0.326 0 1 0.140 0.347 0 1 0.133 0.340 0 1
客観的相対所得（グループ）
中央値の半分未満 0.286 0.452 0 1 0.192 0.394 0 1 0.232 0.422 0 1 0.209 0.406 0 1
中央値の半分以上中央値未満 0.260 0.439 0 1 0.280 0.449 0 1 0.330 0.470 0 1 0.310 0.463 0 1
中央値以上中央値の2倍未満 0.288 0.453 0 1 0.346 0.476 0 1 0.352 0.478 0 1 0.391 0.488 0 1
中央値の2倍以上 0.166 0.372 0 1 0.181 0.386 0 1 0.086 0.281 0 1 0.090 0.286 0 1
世帯年収 30.80 65.54 0 2000 58.33 40.56 0 250 36.39 35.88 0 730 8.247 9.145 0 150
性別
男性 0.478 0.500 0 1 0.482 0.500 0 1 0.458 0.498 0 1 0.498 0.500 0 1
女性 0.522 0.500 0 1 0.518 0.500 0 1 0.542 0.498 0 1 0.502 0.500 0 1
年齢階級
29歳以下 0.183 0.387 0 1 0.075 0.264 0 1 0.193 0.395 0 1 0.239 0.426 0 1
30-39歳 0.248 0.432 0 1 0.178 0.383 0 1 0.245 0.430 0 1 0.192 0.394 0 1
40-49歳 0.236 0.425 0 1 0.162 0.369 0 1 0.232 0.422 0 1 0.204 0.403 0 1
50-59歳 0.188 0.391 0 1 0.197 0.398 0 1 0.133 0.339 0 1 0.192 0.394 0 1
60-69歳 0.117 0.321 0 1 0.218 0.413 0 1 0.098 0.297 0 1 0.100 0.300 0 1
70歳以上 0.028 0.164 0 1 0.170 0.376 0 1 0.100 0.300 0 1 0.073 0.260 0 1
配偶状態
有配偶・同棲 0.847 0.360 0 1 0.760 0.427 0 1 0.661 0.474 0 1 0.627 0.484 0 1
死別 0.031 0.172 0 1 0.078 0.268 0 1 0.093 0.290 0 1 0.051 0.221 0 1
離別 0.017 0.128 0 1 0.052 0.223 0 1 0.034 0.182 0 1 0.040 0.195 0 1
未婚 0.106 0.308 0 1 0.110 0.312 0 1 0.212 0.409 0 1 0.282 0.450 0 1
世帯人員数 3.211 1.387 1 11 3.194 1.480 1 11 3.036 1.293 1 10 4.390 2.003 1 18
教育年数 8.49 4.37 0 24 12.68 2.45 6 18 12.08 4.25 0 23 11.57 4.58 0 25
居住地域
大都市中心部 0.162 0.369 0 1 0.045 0.207 0 1 0.305 0.461 0 1 0.287 0.453 0 1
大都市郊外 0.022 0.146 0 1 0.160 0.367 0 1 0.246 0.431 0 1 0.253 0.435 0 1
中小都市 0.456 0.498 0 1 0.438 0.496 0 1 0.309 0.462 0 1 0.278 0.448 0 1
町村部・農山漁村 0.360 0.480 0 1 0.358 0.479 0 1 0.139 0.346 0 1 0.182 0.386 0 1
世帯所得の単位は中国が千元、日本が十万円、韓国が十万ウォン、台湾が一万ニュー台湾ドル。









定結果は表 4 に、客観的相対所得（全体）の推定結果は表 5 に、客観的相対所得（グルー
プ）は表 6 に示したとおりである。 











 最後に表 6 は客観的相対所得（グループ）の推定結果である。表 5 とほぼ同じ結果であ





 ここで、3 つの相対所得の推定係数について、国ごとにグラフにまとめた（図 5～8）。横
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図 5 相対所得ダミーの係数（中国） 
 
 





































図 7 相対所得ダミーの係数（韓国） 
 
 
図 8 相対所得ダミーの係数（台湾） 
 
 






































客観的相対所得（全体） 0.259 0.472 1
客観的相対所得（グループ） 0.235 0.443 0.879 1
世帯年収 0.110 0.250 0.387 0.391 1
13 
 
表 8 幸福度と所得変数の相関行列（日本） 
 
 
表 9 幸福度と所得変数の相関行列（韓国） 
 
 




























客観的相対所得（全体） 0.162 0.540 1
客観的相対所得（グループ） 0.114 0.448 0.858 1











客観的相対所得（全体） 0.284 0.596 1
客観的相対所得（グループ） 0.261 0.568 0.906 1











客観的相対所得（全体） 0.175 0.530 1
客観的相対所得（グループ） 0.179 0.502 0.914 1


















East Asian Social Survey (EASS) は、Chinese General Social Survey (CGSS)、
Japanese General Social Surveys (JGSS)、Korean General Social Survey (KGSS)、and 
Taiwan Social Change Survey (TSCS)に基づいており、EASSDA によって配布されている。 
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